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中
国
地
協
５
県
連
・
組
合

の
仲
間
が
集
ま
っ
て
広
島

国
税
局
交
渉
を
実
施
し
、

建
労
岡
山
か
ら
は
渡
辺
税

金
対
策
副
部
長
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

事
前
に
広
島
建
労

に
て
打
ち
合
わ
せ
を

行
い
、
各
県
連
・
組

合
の
税
金
対
策
活
動

の
報
告
や
交
渉
時
の

質
問
・
意
見
の
内
容

を
確
認
後
、
午
後
２

時
よ
り
広
島
合
同
庁

舎
に
て
交
渉
を
開
始

し
ま
し
た
。
交
渉
で

は
税
務
行
政
に
関
す

る
要
請
書
に
基
づ
き

　
【
税
金
対
策
部
】12
月

19
日
、
建
設
職
人
と
労

働
者
の
仕
事
と
く
ら
し

の
実
態
に
配
慮
し
た
民

主
的
税
務
行
政
へ
向
け
、

書
の
写
し
を
支
部
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
組
合
員
が
住

ん
で
い
る
住
宅
や
家
財
が

火
災
、
落
雷
や
自
然
災
害

（
風
水
害
、
雪
害
、
地
震

な
ど
）
で
被
害
を
受
け
た

際
の「
住
宅
災
害
見
舞
金
」

も
あ
り
ま
す
。
こ
く
み
ん

共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
に
再
保
険

し
て
お
り
、
査
定
で
支
給

額
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

各
種
共
済
の
給
付
は
、

組
合
員
本
人
の
申
請
に
よ

っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
該
当

す
る
事
由
が
発
生
し
た
ら

早
め
の
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

給
付
事
由
発
生
日
か
ら

２
年
が
経
過
し
た
場
合
、

　

45
年
ぶ
り

に
ス
ー
ツ
を

オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
し
て
み

ま
し
た
。
今

ま
で
は
量
販

店
で
購
入
し

て
い
た
の
で

す
が
ち
ょ
っ
と
し
た
贅

沢
で
す
。

　

注
文
で
は
予
算
の
相

談
に
は
じ
ま
り
生
地
選

び
に
色
の
指
定
、
形
状

や
ボ
タ
ン
の
数
、
裏
地

の
色
な
ど
細
部
に
ま
で

こ
だ
わ
り
ま
し
た
が
、

店
員
さ
ん
も
最
後
ま
で

真
摯
に
お
付
き
合
い
し

て
い
た
だ
い
た
お
か
げ

で
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
と

一
致
す
る
一
本
を
決
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
待
ち
わ
び

た
完
成
の
日
。
い
ざ
試

着
し
た
ス
ー
ツ
は
私
の

身
体
に
吸
い
つ
く
よ
う

に
馴
染
む
、
ま
さ
し
く

職
人
技
が
光
る
注
文
通

り
の
一
品
に
仕
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　

職
種
や
立
場
は
違
え

ど
「
誰
か
の
た
め
に
」

と
い
う
意
味
で
は
私
た

ち
の
仕
事
も
変
わ
ら
な

い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

お
客
様
の
た
め
に
働
く
。

そ
の
心
を
忘
れ
ず
に
私

た
ち
職
人
も
一
つ
一
つ

の
仕
事
に
真
摯
に
向
き

合
い
「
あ
な
た
に
頼
ん

で
良
か
っ
た
」
と
お
客

様
か
ら
感
謝
の
言
葉
を

か
け
て
も
ら
え
る
よ
う

に
頑
張
る
気
持
ち
が
大

切
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
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組
合
独
自
の
給
付
制
度

仲
間
の
く
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト

　
け
ん
ろ
う
共
済
は
、
仲
間
の
助
け
合
い
を
目
的

と
し
た
建
労
岡
山
独
自
の
制
度
で
す
。
生
存
給
付

に
重
点
を
置
い
て
運
営
し
て
お
り
、
休
業
補
償
や

祝
金
な
ど
充
実
し
た
給
付
内
容
で
仲
間
の
く
ら
し

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

「
休
業
補
償
」
は
、
病

気
や
ケ
ガ
に
よ
る
入
院
・

入
院
以
外
で
休
業
し
た
時

に
休
業
４
日
目
か
ら
給
付

さ
れ
ま
す
。
入
院
時
の
給

付
額
は
、
こ
の
「
休
業
補

償
」
と
建
設
国
保
か
ら
給

付
さ
れ
る「
傷
病
手
当
金
」

を
合
わ
せ
て
、
１
日
あ
た

り
１
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
「
死
亡
弔
慰
金
」

は
、
組
合
員
や
そ
の
家
族

が
死
亡
し
た
場
合
に
給
付

さ
れ
る
も
の
で
す
。

https://www.okayamakenro.or.jp/

　

「
祝
金
」
は
、
結
婚
、

出
産
、
子
の
入
学
（
小
・

中
学
校
）
時
に
給
付
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
組
合
員
本

人
の
成
人（
20
歳
）・
還
暦

（
60
歳
）・
敬
老
（
70
歳
以

降
５
歳
毎
に
）
は
誕
生
日

を
基
準
に
し
て
給
付
さ
れ

る
た
め
、
忘
れ
な
い
よ
う

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
「
資
格
取
得
祝

金
」
は
新
規
に
取
得
し
た

対
象
資
格
に
つ
い
て
給
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
合
格
証

給
付
を
受
け
ら
れ
る
権
利

が
消
失
す
る
た
め
、
申
請

漏
れ
の
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

共
済
事
由
に
よ
っ
て
は
、

休
業
証
明
書
や
死
亡
診
断

書
な
ど
の
証
明
書
類
の
添

付
が
必
要
で
す
。

　

け
ん
ろ
う
共
済
の
各
種

詳
細
に
つ
い
て
は
所
属
支

部
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

要請を行った中国５県連・組合の担当者

「
令
和
７
年
１
月
以
降
の

紙
申
告
の
収
受
日
付
印
の

廃
止
に
つ
い
て
は
申
告
者

の
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ

う
特
段
の
対
応
を
お
願
い

し
た
い
」
な
ど
11
項
目
に

つ
い
て
要
請
を
行
い
ま
し

た
。

　

国
税
局
か
ら
は
「
納
税

者
に
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で

情
報
を
周
知
し
、
各
関
係

機
関
に
は
令
和
７
年
１
月

以
降
は
収
受
印
が
押
な
つ

さ
れ
た
申
告
書
等
の
控
え

を
求
め
な
い
よ
う
依
頼

し
、
理
解
を
得
て
き
た
」

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
組
合
で
は
１
月

14
日
か
ら
16
日
の
３
日
間
、

県
内
13
税
務
署
に
対
し
て

税
務
署
交
渉
を
実
施
し
、

組
合
員
に
不
利
益
な
扱
い

を
行
わ
な
い
よ
う
要
請
を

行
い
ま
し
た
。

共済事由 給付金
補
償

休
業

病気や
ケガ

入院（1日） 3,000円
入院以外（1日） 1,000円

死
　
亡

組 合 員 300,000円
配 偶 者 20,000円

子 20,000円

父　　母 20,000円
（別居は5,000円）

組合員の重度障害 300,000円

組
合
員
の
祝
金

結　　婚 20,000円
出　　産 20,000円
成　　人 20,000円
資格取得 20,000円

子の
入学

小学校 20,000円
中学校 20,000円

還暦（60歳） 20,000円
敬老（70歳以降5歳毎に） 20,000円

住
宅
災
害

火災等
全焼・全損 1,000,000円
半焼・半損 500,000～900,000円
一部焼・損 ～300,000円

自然
災害

風水害等

全損・流失 300,000円
半　　　損 150,000円
一　部　損 10,000～30,000円
床 上 浸 水 10,000～150,000円

地震等

全損・流失 100,000円
大規模半損 60,000円
半　　　損 50,000円
一　部　損 10,000円

同居親族死亡 100,000円

🆀＆A
🆀 妻や家族も組合員ですが、それぞれが申請できますか。
A �それぞれが給付されるため、忘れないように申請手続きを行

ってください（親死亡・結婚・出産・子の入学など）。
🆀 配偶者の親が死亡した場合も対象になりますか。
A 対象になるため死亡診断書を提出してください。
🆀 再婚は結婚祝金の対象になりますか。
A 法律上の結婚をした場合は、対象になります。
🆀 �組合活動中の事故で、組合員の代わりに妻や同居家族が配り
物等をしている時の事故は対象になりますか。

A 対象になる場合もありますので、速やかに報告してください。
🆀 �組合加入から２カ月たちますが、このたび子どもが生まれま
した。出産祝金の対象になりますか。

A �出産祝金は加入から半年経過後に支給対象となるため、今回
の場合は対象になりません（他に病気による休業や結婚も半
年の給付制限があります）。

国税局交渉

けんろう
共　済

冬の労災事故に注意
冬場は凍結や降雪により転倒しやす
い季節です。作業の際は安全意識を持
って行動するように心がけましょう。

11
項
目
を
要
請

収
受
印
廃
止
の
対
応
策
を
要
望
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安定の建設国保を
組合は仕事につながる

　
【
青
年
部　

野
上
清

登（
39
歳
・
苫
田
西
）】

シ
ャ
ッ
タ
ー
工
と
し
て

営
み
始
め
て
10
年
。
お

陰
様
で
、
支
部
や
青
年

部
幹
事
の
中
で
も
顔
と

名
前
を
し
っ
か
り
覚
え

て
も
ら
い
、
時
々
お
仕

事
も
さ
せ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
休
み
の
日
で
も
子

ど
も
た
ち
を
何
と
か
説
き

伏
せ
、
青
年
部
活
動
や
支

部
で
の
行
事
に
参
加
し
て

い
る
と
、
仕
事
に
つ
な
が

っ
て
良
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
承
知
の
通
り

昨
今
の
建
築
資
材
や
運
送

費
、
ガ
ソ
リ
ン
代
な
ど
、

何
で
も
値
上
が
り
が
続
い

て
い
て
、
経
営
は
決
し
て

楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
テ

レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
を
見
て
い

る
と
、
国
民
の
所
得
を
上

げ
る
こ
と
が
話
題
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
賃
上
げ
の

前
に
ま
ず
は
徴
収
し
て
い

る
部
分
を
精
査
し
減
ら
せ

る
も
の
は
減
ら
せ
ば
い
い

の
で
は
な
い
か
、
と
呟
く

私
で
す
。
唯
一
の
救
い
、

建
設
国
保
は
ど
う
か
安
定

し
て
い
て
ほ
し
い
で
す
。

定
額
減
税
忘
れ
ず
に

６
年
分
確
定
申
告
始
ま
る

一人親方労災
労働保険

　
【
税
金
対
策
部
】令
和

６
年
分
の
確
定
申
告
が

２
月
17
日
か
ら
始
ま
り

ま
す
。

　

申
告
書
の
提
出
期
限

は
所
得
税
が
３
月
17
日
、

消
費
税
が
３
月
31
日
で

す
。

　

令
和
６
年
に
限
り
、

合
計
所
得
１
，
８
０
５

万
円
以
下
の
方
は
定
額

減
税
の
対
象
に
な
り
ま

す
。
所
得
税
に
関
し
て

　
【
労
働
対
策
部
】一
人
親

方
労
災
・
労
働
保
険
（
一

括
有
期
事
業
労
災
、
継
続

事
業
労
災
、
雇
用
保
険
）

の
年
度
更
新
の
手
続
き
は
、

例
年
同
様
に
一
人
親
方
労

災
は
令
和
７
年
２
月
頃
に

実
施
し
、
労
働
保
険
は
令

和
７
年
４
月
頃
に
実
施
し

ま
す
。

　

次
年
度
は
労
災
保
険
料

率
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

雇
用
保
険
料
率
は
現
時

点
で
未
定
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
若
干
引
き
下
げ
る

方
向
で
厚
生
労
働
省
が
審

議
し
て
い
ま
す
。
決
定
次

第
、
改
め
て
機
関
紙
等
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特
別
加
入
者
は
給
付

基
礎
日
額
の
見
直
し
を

　

労
災
保
険
の
休
業
補
償

等
の
給
付
は
給
付
基
礎
日

額
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま

す
。
一
人
親
方
な
ど
事
業

必
ず
更
新
手
続
き
を

日
額
変
更
は
３
月
中
旬
ま
で

は
原
則
、
個
人
事
業
者
は

確
定
申
告
で
精
算
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
確
定
申

告
書
に
記
入
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
（
減
税
額
は
左
記
の
表

を
参
照
）。

　

例
え
ば
、
個
人
事
業
者

が
配
偶
者
と
子
を
税
金
上

の
扶
養
と
し
て
い
た
場
合
、

３
人
×
３
万
円
で
９
万
円

が
所
得
税
の
減
税
額
と
な

り
ま
す
。
引
き
き
れ
な
い

場
合
、
差
額
分
は
市
町
村

か
ら
調
整
給
付
金
と
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
専
従
者
は

同
一
生
計
配
偶
者
や
扶
養

親
族
に
は
含
ま
れ
な
い
た

め
、
定
額
減
税
の
計
算
に

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
専
従

者
が
納
税
者
本
人
と
し
て

定
額
減
税
の
適
用
を
受
け

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

主
の
立
場
で
働
く
方
は
、

自
身
で
給
付
基
礎
日
額
を

選
択
し
ま
す
。
給
付
基
礎

日
額
を
選
択
す
る
目
安
は
、

【
日
額
×
３
６
５
＝
年
収

同
等
】
と
な
り
ま
す
。

　

一
括
有
期
事
業
労
災
・

継
続
事
業
労
災
の
特
別
加

入
者
で
来
年
度
の
日
額
を

変
更
さ
れ
る
方
は
、
３
月

中
旬
ま
で
に
所
属
支
部
で

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
人
親
方
労
災
加
入
者
は
、

２
月
の
年
度
更
新
手
続
き

の
際
に
変
更
で
き
ま
す
。

労
働
者
を
雇
用
し
な

く
な
っ
た
場
合

　

一
括
有
期
事
業
所
労
災

の
特
別
加
入
者
が
労
働
者

を
雇
用
し
な
く
な
っ
た
、

ま
た
は
雇
用
す
る
見
込
み

が
年
間
１
０
０
日
未
満
の

場
合
、
一
人
親
方
労
災
に

変
更
が
必
要
で
す
。
２
月

中
を
目
途
に
支
部
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
人
親
方
労
災
の
労
働

保
険
番
号
の
一
部
変
更

　

岡
山
労
働
局
の
都
合
に

よ
り
、
組
合
で
一
人
親
方

労
災
に
加
入
し
て
い
る
方

は
令
和
７
年
度
よ
り
労
働

保
険
番
号
の
一
部
が
変
更

に
な
り
ま
す
。
上
記
の
通

り
、
０
０
０
で
あ
っ
た
部

分
が
０
０
１
に
変
更
に
な

り
ま
す
。

一
人
親
方
で
建
設
業
以

外
の
業
務
に
も
従
事
し

て
い
る
方
の
労
災
補
償

　

組
合
で
は
岡
山
労
働
局

の
認
可
を
得
て
、
建
設
業

に
従
事
す
る
一
人
親
方
向

け
に
一
人
親
方
労
災
の
加

入
手
続
き
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

一
人
親
方
向
け
の
特
別

加
入
制
度
に
つ
い
て
は
、

建
設
業
・
運
送
業
・
林
業

な
ど
特
定
の
業
種
だ
け
が

加
入
対
象
で
、
製

造
業
な
ど
は
一
人

親
方
と
し
て
労
災

保
険
に
加
入
で
き

ま
せ
ん
で
し
た

（
常
時
労
働
者
を

雇
用
し
て
い
る
場

合
は
業
種
問
わ
ず

加
入
可
能
）。し
か

し
、
令
和
６
年
11

月
の
新
た
な
法
律

の
施
行
に
伴
い
、

今
ま
で
一
人
親
方

労
災
の
対
象
で
な

か
っ
た
業
種
で
も

一
定
の
要
件
を
満

た
せ
ば
加
入
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
建
設
業
以

外
の
業
種
の
一
人

親
方
労
災
の
加
入

手
続
き
に
つ
い
て

は
、
組
合
で
は
行

う
こ
と
が
で
き
ず

「
連
合
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
労
災
保
険
セ
ン
タ

ー
」
が
申
込
み
手
続
き
窓

口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

加
入
要
件
と
し
て
「
事

業
者
間
の
取
引
を
し
て
い

る
（
一
般
消
費
者
と
の
直

接
取
引
だ
け
の
事
業
は
加

入
不
可
）」「
法
人
の
場
合

は
役
員
１
名
だ
け
の
事
業

所
で
あ
る
こ
と
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
左
記
の
事

業
内
容
に
該
当
す
る
一
人

親
方
の
方
は
ぜ
ひ
加
入
を

検
討
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
建
設
業
と
製
造

業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
場

合
は
、
２
種
類
の
一
人
親

方
労
災
に
加
入
す
る
こ
と

で
い
ず
れ
の
業
種
で
も
労

災
保
険
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

定額減税 所得税 住民税
本人分 ３万円 １万円

同一生計
配 偶 者
ま た は
扶養親族

一人につき
３万円

一人につき
１万円

加入対象の事業内容（例）
畳の表替・販売（現場で敷きこみをしない）
建具・表具の作り置き・販売
庭木の剪定
船舶の製造
建築物の設計
測量（工事を伴わない場合）
設備の点検
ハウスクリーニング/病院・ビルの清掃
墓石の製造・販売（据付工事がないもの）
建築資材の塗装（工事現場で塗装しない場合）
シルバー人材センターの会員

フリーランス特別加入の
問い合わせ・加入手続き先

団体名 連合フリーランス労災保険
センター

所在地 東京都千代田区神田町河台
3-2-11

電話番号 03-5761-8338
ホームページ

URL
https://jtuc-freelance-
rousai.org

ホームページ
（二次元コード）
※�加入申込みはインターネット経由のみとな

っています。

令
和
７
年
４
月
か
ら
一
人

親
方
労
災
の
番
号
が
０
０

０
か
ら
０
０
１
へ
変
更
に

な
り
ま
す
。

令和７年度
職業訓練生募集

【訓 練 費】建築施工系・木造建築科
【訓練期間】�２年間
【訓練日時】�毎週土曜日と毎月第３水曜日�

９：00〜17：00
【訓 練 費】組合員　月額5,000円
【入校条件】�高等学校以上の卒業者で、現在、建築大

工の事業所に常用労働者として雇用さ
れている方（令和７年３月に高等学校卒
業見込みで、建築大工の事業所に勤務す
る予定の方も含む）、または建築大工職
で一人親方労災保険に加入している方

【入 校 日】令和７年３月末予定
【訓練場所】倉敷共同高等職業訓練校

倉敷市幸町1-12（建労倉敷支部内）

インフルエンザ
予防接種補助について

対 象 者：建設国保資格のある人
補 助 額：１人１回1,500円を限度
　　　　　　（15歳未満は２回まで）
接 種 機 関：�令和６年10月１日～�

令和７年１月31日
申 請 期 限：令和７年２月28日
必要書類等：領収証（原本）※印鑑
※領収証に①～⑥全てが明記のものに限る
　　①接種年月日　　　②医療機関名
　　③領収印　　　　　④接種者氏名
　　⑤接種費用額（１人１回ごと）
　　⑥「インフルエンザ予防接種」の表記
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【
社
会
保
障
対
策
部
】国

の
法
律
に
よ
り
法
人
事
業

所
及
び
常
時
５
人
以
上
の

従
業
員
（
事
業
主
、
同
居

親
族
除
く
）
が
働
い
て
い

る
個
人
事
業
所
に
対
し
て
、

社
会
保
険
の
加
入
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

社
会
保
険
と
は
厚
生
年

金
と
全
国
健
康
保
険
協

会
（
協
会
け
ん
ぽ
）
が

運
営
す
る
健
康
保
険
を

指
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
建
設
国
保

の
組
合
員
は
こ
の
条
件

に
該
当
し
て
も
「
健
保

適
用
除
外
制
度
」
の
承

認
を
受
け
れ
ば
、
協
会

け
ん
ぽ
に
移
行
せ
ず
に

厚
生
年
金
の
み
の
加
入

で
建
設
国
保
に
残
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

健
康
保
険
適
用
除
外
制

度
は
国
の
規
程
に
則
て
認

め
ら
れ
た
公
的
制
度
で
す
。

た
だ
し
、
申
請
手
続
き
が

遅
れ
る
と
制
度
が
利
用
で

き
な
く
な
る
た
め
、
注
意

が
必
要
で
す
。

　

法
人
設
立
予
定
の
方
や
、

既
に
健
保
適
用
除
外
制
度

を
利
用
し
て
い
る
事
業
所

で
新
た
に
常
用
労
働
者
を

雇
用
す
る
際
は
、
必
ず
支

部
に
連
絡
の
上
、
早
急
に

手
続
き
を
進
め
て
く
だ
さ

い
。

技能向上に貢献
佐田氏に厚生労働大臣表彰

国
が
認
め
た
公
的
制
度

法
人
設
立
は
組
合
へ
連
絡

　

認
定
職
業
訓
練
や
技
能

検
定
の
実
施
等
に
関
す
る

多
大
な
貢
献
に
対
し
て
贈

ら
れ
る
職
業
能
力
開
発
関

　

全
建
総
連
が
昨
年
３
月

か
ら
６
月
に
か
け
て
全
国

の
組
合
員
に
協
力
を
募
っ

た
「
年
金
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
調
査
結
果
を
一
部
要
約

し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
回
、
建
労
岡
山
含
め

た
47
県
連
・
組
合
よ
り
２

７
，
６
７
２
人
の
回
答
を

集
約
し
ま
し
た
。
ま
ず
、

加
入
す
る
年
金
制
度
に
つ

い
て
の
設
問
で
は
、
国
民

年
金
が
62
％
、
厚
生
年
金

が
33
・
６
％
、
未
加
入
が

３
・
１
％
で
、
こ
の
う
ち

未
加
入
の
理
由
と
し
て
は

「
年
金
制
度
が
信
頼
で
き

な
い
」「
保
険
料
の
負
担
が

重
い
」
が
合
わ
せ
て
約
半

数
を
占
め
る
結
果
で
し
た
。

　

次
に
、
国
民
年
金
保
険

料
の
支
払
い
が
困
難
な
場

合
に
保
険
料
を
免
除
で
き

る
制
度
の
認
知
度
に
つ
い

口
内
ケ
ア
で
健
康
維
持
を

全
身
の
病
気
リ
ス
ク
を
予
防

係
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
。

令
和
６
年
度
は
、
建
労
岡

山
か
ら
佐
田
時
信
さ
ん

（
真
庭
）
が
技
能
検
定
関

係
の
功
労
者
と
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
職
訓
大
学
校

を
経
て
、
起
業
後

は
木
製
ス
ー
パ
ー

カ
ー
を
は
じ
め
、

独
創
的
か
つ
実
用

性
に
富
む
唯
一
無

二
の
製
品
を
作
り

続
け
て
い
る
佐
田

さ
ん
。
最
近
で
は

組
子
細
工
技
術
を

活
か
し
た
ア
タ
ッ

シ
ュ
ケ
ー
ス
や
六
角
サ
ウ

ナ
な
ど
で
国
内
外
か
ら
注

目
を
集
め
、
ま
た
（
一
社
）

全
国
建
具
組
合
連
合
会
の

理
事
長
も
務
め
、
建
具
と

い
う
日
本
古
来
の
技
術
継

承
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

佐
田
さ
ん
は
表
彰
に
対

し
「
約
25
年
に
渡
り
技
能

検
定
に
携
わ
っ
て
き
た
が
、

若
い
方
に
も
っ
と
こ
の
業

界
に
注
目
し
て
ほ
し
い
。

技
術
と
知
識
を
つ
け
る
べ

く
も
っ
と
勉
強
し
、
日
本

の
技
能
者
レ
ベ
ル
が
向
上

す
る
こ
と
を
願
う
」
と
感

想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

年金アンケート

免除制度の周知が課題
必要納付期間の認知行き届かず

功労賞の佐田時信さん（真庭）

　

歯
周
病
と
は
、
ど
の
よ

う
な
病
気
で
し
ょ
う
か
。

　

40
代
以
上
の
約
半
数
が

歯
周
病
に
か
か
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
プ
ラ

ー
ク
（
歯
垢
）
内
の
歯
周

病
菌
に
よ
っ
て
歯
茎
に
炎

症
が
起
こ
り
ま
す
。

　

歯
茎
が
赤
く
な
る
、
腫

れ
る
と
い
っ
た
症
状
が
現

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
痛
み

が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

口
臭
が
き
つ
く
な
る
、
朝

起
き
た
と
き
に
口
の
中
が

ネ
バ
ネ
バ
す
る
、
歯
磨
き

の
際
に
出
血
し
や
す
く
な

る
と
い
っ
た
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
初
期
症
状
が
出

に
く
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

し
か
し
、
重
症
化
す
る

と
歯
茎
や
歯
を
支
え
る
骨

な
ど
が
溶
け
て
歯
が
抜
け

落
ち
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

歯
周
病
の
怖
さ
は
歯
を

失
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、

糖
尿
病
や
早
産
・
低
体
重

児
出
産
、
肥
満
、
脳
卒
中
、

心
臓
病
な
ど
全
身
の
病
気

リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
予
防
は
、
毎
日

の
歯
磨
き
で
プ
ラ
ー
ク
を

き
ち
ん
と
取
り
除
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
歯
の
噛
む

面
や
内
側
・
外
側
、
歯
周

ポ
ケ
ッ
ト
を
歯
ブ
ラ
シ
と

デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
を
併
用

し
て
磨
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
た
ば
こ
を
控
え

る
こ
と
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
食
事
を
摂
る
こ

と
、
規
則
正
し
い
生
活
、

十
分
な
睡
眠
を
取
り
疲
労

や
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い

て
は
「
知
ら
な
い
」
と
答

え
た
人
が
43
・
４
％
で
あ

り
、
保
険
料
免
除
制
度
の

周
知
が
十
分
で
な
い
こ
と

が
窺
え
ま
す
。

　

ま
た
、
年
金
を
受
け
取

る
た
め
に
必
要
な
納
付
期

間
（
受
給
資
格
期
間
）
が

10
年
以
上
で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
「
知
ら
な
い
」

と
答
え
た
人
が
全
体
で

43
・
５
％
で
し
た
。
平
成

29
年
８
月
よ
り
年
金
の
受

給
資
格
期
間
が
25
年
よ
り

10
年
に
短
縮
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
認
知
度
が
依
然
低

い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

各
種
年
金
制
度
の

正
し
い
理
解
と
給
付
を

　

年
金
制
度
は
、
老
齢
年

金
の
ほ
か
、
病
気
や
ケ
ガ

に
よ
り
一
定
の
障
害
状
態

に
な
っ
た
時
に
現
役
世
代

の
方
で
も
給
付
さ
れ
る

「
障
害
年
金
」、
被
保
険
者

で
あ
っ
た
方
が
死
亡
し
た

際
に
残
さ
れ
た
遺
族
に
対

し
て
給
付
さ
れ
る
「
遺
族

年
金
」
等
の
各
種
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
加
入
の
方
で

保
険
料
の
支
払
い
が
困
難

な
方
は
、
免
除
制
度
等
を

活
用
し
て
受
給
資
格
期
間

を
満
た
す
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
な
お
、
申
請

に
は
期
限
や
承
認
基
準
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
日

本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

こ
と
も
重
要
で
す
。
口

内
の
健
康
維
持
は
全
身

の
健
康
維
持
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　

歯
周
病
は
歯
の
病
気

で
す
が
、
予
防
、
早
期

発
見
、
治
療
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
が
重
要
で
、
健

康
を
取
り
戻
す
こ
と
が

で
き
る
病
気
で
も
あ
り

ま
す
。

　

歯
周
病
が
疑
わ
れ
る

場
合
は
で
き
る
だ
け
早

く
歯
科
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

健保適用除外制度

＋建設国保 厚生年金

※�国から認められた公的制度のため、社
会保険制度と同等の扱いとなる。

　ただし、早急に手続きをする必要あり。

建キャリ技能者向け
スマホアプリ
「建キャリ」は、日本初の業界横断的な技能者向けアプリ。
CCUSを身近に感じ、CCUSのメリットを実感していただくことを目的としています。
　　　　　　　　　１．登録情報の確認、資格者証の表示がオフラインでもできる！
　　　　　　　　　２．就業履歴を手軽に確認できる！
　　　　　　　　　３．CCUS応援団の特典が検索できる！
　　　　　　　　　４．建退共も簡単に確認できる！
他にもマイページのお知らせや、資格者証の有効期限アラートなど便利な機能があり
ます。ぜひご活用ください。

一般社団法人 建設業振興基金
建設キャリアアップシステム事業本部

ダウンロードはこちら

Appストア Google Play

全建総連（全国建設労働組合総連合）
TEL：03（3200）6221

建キャリで
何ができるの？
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過
去
に
は
50
㎝
ほ
ど
の

ア
コ
ウ
や
60
㎝
を
超
え

る
大
物
の
鯛
を
釣
り
上

げ
た
こ
と
も
。
釣
っ
た

魚
は
自
身
で
捌
い
て
食

べ
た
り
、
仲
間
や
県
外

に
住
む
知
り
合
い
に
送

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

「
大
き
い
と
か
小
さ

い
と
か
、
水
面
か
ら
顔

を
覗
か
せ
る
ま
で
ど
ん

な
魚
が
釣
れ
る
の
か
分

か
ら
な
い
ワ
ク
ワ
ク
感

が
楽
し
い
」
と
釣
り
の

魅
力
を
語
る
髙
坂
さ
ん
。

船
釣
り
は
波
や
天
候
に

も
左
右
さ
れ
る
た
め
船

を
出
せ
る
日
も
限
ら
れ

て
し
ま
い
大
変
で
す
が
、

そ
れ
で
も
月
に
４
、
５

回
ほ
ど
は
海
に
出
て
趣

味
を
堪
能
し
て
い
ま
す
。

　

長
年
続
け
て
き
た
釣

り
で
す
が
、
髙
坂
さ
ん

が
飽
き
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
い
つ
か
大
き

な
船
を
借
り
て
、
マ
グ

ロ
を
釣
っ
て
み
た
い
」

と
今
後
の
目
標
を
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

と
な
の
で
す
が
、
毎
日
畑

仕
事
も
し
て
い
ま
す
。
私

も
畑
が
好
き
な
の
で
、
２

人
は
私
の
畑
の
師
匠
で
も

あ
り
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
は
職
人
さ
ん
と
し
て
働

い
て
い
ま
し
た
が
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
ず
っ
と
百
姓

を
し
て
い
た
の
で
、
畑
で

は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
方
が

一
枚
も
二
枚
も
上
手
で
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
監
督
の

元
、
季
節
の
野
菜
を
た
く

さ
ん
育
て
て
孫
や
ひ
孫
に

分
け
て
あ
げ
て
い
ま
す
。
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今
月
の
お
も
な
行
事

今
月
の
お
も
な
行
事

船で仲間と共に
釣り上げるまでのワクワク感

児島郡支部 髙坂裕一さん（ハツリエ・45歳）

　

ゴ
ル
フ
に
ド
ラ
イ
ブ
と

多
彩
な
趣
味
を
持
つ
髙
坂

さ
ん
の
一
番
の
お
気
に
入

り
は
船
釣
り
で
す
。

　

小
学
生
の
頃
か
ら
釣
り

を
し
て
い
た
と
話
す
髙
坂

さ
ん
は
子
ど
も
の
頃
は
港

で
シ
ャ
コ
や
カ
レ
イ
を
釣

っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で

は
自
身
が
所
有
す
る
船
に

乗
り
込
み
、
仲
間
と
共
に

船
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

　

宇
野
港
か
ら
出
発
し
た

船
は
獲
物
を
求
め
て
主
に

直
島
方
面
に
向
か
い
ま
す
。

髙
坂
さ
ん
は「
タ
イ
ラ
バ
」

と
呼
ば
れ
る
仕
掛
け
を
用

い
て
鯛
や
キ
ス
、ハ
マ
チ
、

ア
コ
ウ
、
マ
ゴ
チ
な
ど
季

節
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
魚

を
釣
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

総社支部
山本千絵子

　

私
の
主
人
に
は
95
歳
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
、
89
歳

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
ま

す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
家

事
の
全
て
を
こ
な
し
て
お

り
、
朝
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん

よ
り
早
く
起
き
、
夜
は
お

じ
い
ち
ゃ
ん
が
寝
る
の
を

待
っ
て
か
ら
眠
り
に
つ
き

ま
す
。
そ
し
て
10
時
と
15

時
に
は
お
茶
を
淹
れ
て
、

水
分
補
給
を
欠
か
し
ま
せ

ん
。

　

２
人
き
り
で
生
活
し
て

い
る
だ
け
で
も
す
ご
い
こ

　

私
の
主
人
も
お
じ
い
ち

ゃ
ん
の
跡
を
継
い
で
職
人

を
し
て
い
ま
す
。
今
は
お

互
い
仕
事
と
子
育
て

で
バ
タ
バ
タ
と
忙
し

い
毎
日
を
過
ご
し
て

い
ま
す
が
、
年
を
重

ね
て
い
つ
か
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
２

人
で
畑
を
し
な
が
ら

生
活
を
す
る
こ
と
が

夢
で
、
今
か
ら
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
２
人
は
私
た

　

今
月
は
教
育
宣
伝
部
か

ら
山
本
部
長
（
総
社
・
ブ

ロ
ッ
ク
工
／
写
真
中
央
）

と
西
尾
副
部
長
（
苫
田

西
・
大
工
／
写
真
右
）・

難
波
副
部
長
（
岡
山
・
大

いつまでも元気でいてね

工
／
写
真
左
）
を
紹
介
し

ま
す
。

　

教
育
宣
伝
部
で
は
、
建

労
岡
山
の
機
関
紙
「
建
設

労
報
」
を
発
行
し
、
建
設

業
に
必
要
な
資
格
取
得
の

情
報
や
組
合
の
取
り
組
ん

で
い
る
活
動
な
ど
に
つ
い

て
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
さ
ま
ざ
ま
な
組

合
情
報
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
発
信
し

て
い
ま
す
。

　

機
関
紙
を
よ
り

多
く
の
組
合
員
、

家
族
に
読
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
毎
月

企
画
し
、
記
事
の

推
敲
を
重
ね
て
い

ま
す
。
組
合
の
活

動
や
組
合
員
か
ら

の
投
稿
を
紹
介
し

て
い
る
記
事
を
読

ち
の
憧
れ
で
あ
り
目
標

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
ね
。

本
部
　

　
役
員
紹
介

読みたくなる紙面作りがんばるぞ！

大物の鯛に笑顔の髙坂さん

ん
で
組
合
を
身
近
に
感
じ
、

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
と
嬉

し
い
で
す
。

　

法
改
正
を
伝
え
る
記
事

で
は
理
解
し
や
す
い
文
章

を
基
本
と
し
、
図
や
イ
ラ

ス
ト
を
用
い
た
読
み
や
す

い
記
事
づ
く
り
を
心
が
け

て
い
ま
す
。
と
く
に
働
き

方
改
革
関
連
法
は
今
ま
で

以
上
に
重
要
と
な
っ
て
き

て
お
り
、
そ
の
理
解
と
対

応
が
快
適
な
就
業
環
境
の

実
現
と
若
年
労
働
者
の
入

職
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

新
し
い
情
報
を
得
る
た
め

に
も
、
機
関
紙
を
ぜ
ひ
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
建
設
業
に
関
わ

る
法
改
正
や
建
設
業
の
仕

事
に
必
要
な
情
報
な
ど
の

収
集
に
努
め
、
情
報
提
供

を
行
い
、
機
関
紙
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

２
人
は
私
た
ち
の
憧
れ

畑
を
育
て
る
仲
良
し
夫
婦

〈
県　

内
〉

１
日
～
２
日

　

�

足
場
組
立
等
作
業
主

任
者
技
能
講
習

４
日　

四
役
会
議

６
日　

労
組
会
計
監
査

７
日　

合
同
四
役
会
議

12
日　

国
保
理
事
会

17
日　

国
保
会
計
監
査

21
日　

執
行
委
員
会

28
日　

国
保
組
合
会

〈
県　

外
〉

９
日
～
10
日　

　

全
国
青
協
定
期
大
会

13
日
～
14
日　

　

全
建
総
連
中
執
会
議

支
部
定
期
大
会（
予
定
）

２
月
９
日　

⃝
和
気
９
時
～

　

�

和
気
商
工
会

⃝
児
島
郡
９
時
30
分
～

　

�

岡
山
市
公
民
館
西
紅
陽

台
分
館

⃝
倉
敷
13
時
30
分
～

　

�

く
ら
し
き
健
康
福
祉
プ
ラ
ザ

⃝
吉
備
13
時
30
分
～

　

�

マ
ー
ビ
ー
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

２
月
14
日

⃝
新
見
18
時
～

　

�

新
見
市
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
月
15
日

⃝
高
梁
13
時
30
分
～

　

�

支
部
会
館

２
月
16
日

⃝
津
山
９
時
30
分
～

　

�

津
山
市
総
合
福
祉
会
館

⃝
児
島
13
時
～
支
部
会
館

２
月
23
日

⃝
真
庭
９
時
30
分
～

　

�

支
部
会
館

⃝
御
津
９
時
30
分
～

　

�

岡
山
北
商
工
会
館

⃝
玉
野
13
時
～

　

�

玉
野
市
立
中
央
公
民
館

【令和７年度建設関係資格試験・検定案内】
資格名 試験日 申込受付期間 指定試験機関

施
工
管
理

・
土
木

１級 第一次：７月６日
第二次：10月５日 ３月21日～４月４日

（一財）
全国建設研修センター
・土木
TEL：042-300-6860
・管工事
TEL：042-300-6855
・電気通信工事
TEL：042-300-0205
・造園
TEL：042-300-6866

２級
第一次（前期）：６月１日 ３月５日～３月19日
第一次（後期）・第一次・
第二次
10月26日（同日）

７月２日～７月16日

・
管
工
事

・
電
気
通
信
工
事

・
造
園

１級
第一次：９月７日

５月７日～５月21日
第二次：12月７日

２級
第一次（前期）：６月１日 ３月５日～３月19日
第一次（後期）・第一次・
第二次
11月16日（同日）

７月８日～７月22日

・
建
築

・
電
気
工
事

１級

第一次
（建築）：７月20日 ２月14日～２月28日

（一次のみの新規受検
は～４月７日）

（一財）建設業振興基金
TEL：03-5473-1581

（電気）：７月13日
第二次：10月19日

２級

第一次（前期）：６月８日 ２月７日～２月28日
第一次（後期）：11月９日 ６月25日～７月23日
第一次・第二次
11月９日（同日） ７月９日～７月23日

技能士
前期
職種 ６月～９月 ４月上旬 岡山県職業能力開発協会

TEL：086-225-1546後期
職種 12月～翌年２月 10月上旬

建築士
一級 学科：７月中旬頃　設計製図：10月中旬頃 （公財）建築技術教育普及

センター
TEL：03-6261-3310二級 学科：７月中旬頃　設計製図：10月中旬頃

※詳細については各ホームページで確認してください。


